






















































































第 3 章は，コロナ放電測定方法に関するもので，前章の放電機構に基づいてコロナ放電 lとともなっ
て起こる外部回路の電気的諸量の変化，特にコロナ・パノレスの各種測定法とその限界及び特長につい
て詳しい実験的検討を行なっている。即ち，コロナ・パノレス検出指示系の種々の回路方式を比較検討
した結果筆者の提案する抵抗入力，広帯域増巾，計数率計による方式がコロナ放電に関して物理的に
みてもっとも意味がある，豊富な情報をあたえることを述べその校正法についても検討を行なってい
る。またこの測定装置を応用して絶縁物中のボイドの大きさと数の分布を推定する方法を考案し実験
的に検討している。さらに各種の測定法でコロナ放電の強さを測定する際の誤差および信頼性と誘電
正接等による絶縁診断法との関係、を述べている。
第 4 章は電力機器に発生するコロナ放電の実測結果に関するもので，前章にのべた測定方式で発電
機固定子巻線および油入変圧器のコロナ試験を実施した結果をのべたものである。すなわち，発電機
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固定子巻線に対しては前述の方法でボイド分布を測定し，それと巻線の性状との対比を行なって乙の
試験が絶縁性能を知るため有効であることを推論している。さらに油入変圧器巻線のコロナ・パノレス
検出について実験し，その結果に考察を加え，特に模擬ギャップによる校正方法についてのべている。
さらに超音波マイクロフォンによる油中コロナ検出の実験結果にもふれている。
第 5 章は本研究の成果の応用に関するもので，本論文によって得られた結果が，電力機器のコロナ
試験に寄与する点を明らかにしている。
第 6 章は前章までの結論をまとめたものである。
最近電力機器の高圧化につれて大きな問題になっている絶縁物のコロナ劣化に対して本論文は絶縁
物中のボイド放電の物理的機構と劣化の関係を究明するとともに外部回路にあらわれる電気的ノマノレス
の波形について検討し，電気的測定から絶縁物中のボイド分布を推定する方法を確立した。乙の成果
を回転機巻線，油入変圧器などの絶縁劣化の診断に応用して物理的にみて適当と思われるコロナ測定
と劣化判定の一方式を開発し，他の方法による試験結果と比較して信頼性のあることを実証した。以
上のように本論文は電気機器絶縁のコロナ劣化の診断および防止に対して寄与するところが大きいの
で，博士論文として価値あるものと思われる。
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